
 

 

【報道関係各位】 

2017年 8月 17日 

一般財団法人 日本気象協会 
 

日本気象協会「トクする！防災」プロジェクト 「秋の備蓄前線」を発表 

～ 秋雨シーズン前に、災害に備えた備蓄の見直しを ～ 

 

一般財団法人 日本気象協会（本社：東京都豊島区、会長：石川裕己、以下「日本気象協会」）が推進

する「トクする！防災」プロジェクトは「秋の備蓄前線」を 8月 17日(木)に発表します。「秋の備蓄前

線」は「トクする！防災」プロジェクトの公式サイト（https://tokusuru-bosai.jp/stock/stock07.html）

で公開します。 

 

近年、1 時間に 50 ミリ以上の雨が降る短時間強雨の発生回数が増加しています。「トクする！防災」

プロジェクトが全国 47 地点で短時間強雨を観測した日数を調査したところ、47 地点中 34 地点で短時

間強雨を観測した日数が増えていることがわかりました（詳細は参考資料）。また 1 日に 100 ミリ以上

の大雨が降る日は 9月に増加している傾向があり※１、これからの季節は雨に注意が必要です。 

 

「秋の備蓄前線」とは 

「秋の備蓄前線」は、秋雨や台風などで各地の雨が増え、土砂災害や洪水が起きやすくなる時期を参

考に、食料品や生活用品などの備蓄の見直しを推奨する時期を前線図で表現したものです。 

短時間に多くの雨が降ると、都市部での内水氾濫※２が発生する危険性が高まります。また長時間雨が

降り続くと河川洪水や河川氾濫※3、土砂災害にも注意が必要です。雨が増えるシーズンに入る前に、災

害に備えた食料品や生活用品の備蓄を見直し、シーズンに入ってからは気象情報や警報・注意報などの

情報に気をつけましょう。 

 

「秋の備蓄前線」概況 

「秋の備蓄前線」は 8月中旬に秋雨前線の影響を受けて北海道南部、暖かく湿った空気の流れ込みや

台風の影響を受けて沖縄本島、九州西部から始まり、下旬になると北海道全域、東北北部、九州全域が

「秋の備蓄」シーズンに入ります。9月上旬に東北南部、北陸、中国地方の日本海側、四国の一部地域、

9 月中旬には関東から四国にかけて「秋の備蓄」が必要なシーズンになります。この時期までに備蓄の

準備をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

https://tokusuru-bosai.jp/stock/stock07.html


 
 

 
 

※1：気象庁 異常気象リスクマップ（http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/riskmap/heavyrain.html）より。 

※2：内水氾濫（ないすいはんらん）とは、短時間に多くの雨が降り、容量を超えた雨水が下水道や排水路から溢れ出し

建物や土地、道路などが水浸しになる現象。降雨から浸水被害が発生するまでの時間が短く、河川から離れた場所でも被

害が発生する。 

※3：河川洪水とは、大雨等により河川の水位が上昇する現象。さらに水位が上昇し、堤防から水が溢れたり、堤防が決

壊して起こる現象が河川氾濫（かせんはんらん）。 

 

 

各地の気象予報士からのコメント 

■北海道 

 
 

日本気象協会 北海道支社 児玉晃 気象予報士 

北海道では 30 年前より短時間強雨が増えていたりと気象状況は明らかに変化して

います。2016年は観測史上初めて 1週間に 3個の台風が上陸し、台風 10号も接近

したため、上川や十勝地方を中心に 1981 年以来となる堤防の決壊により多くの河

川が氾濫し、避難勧告は約 125000 人に発令されました。公的な支援物資はすぐに

届かなかったり、お店の商品も無くなるかもしれません。いざという時に備え、ま

とめ買い感覚でローリングストックから始めてみませんか。 

■東北 

 
 

日本気象協会 東北支社 福山博己 気象予報士 

近年、東北地方に甚大な被害をもたらす台風が増えています。2016 年には台風 10

号が岩手県に上陸、小本川が氾濫しました。また、2015 年には台風 18 号から変わ

った温帯低気圧と台風 17号の影響で大雨となり、宮城県では東北地方で初めて大雨

特別警報が発表されました。東北では冬の対策に重点を置きがちですが、秋の自然

災害も増えています。この時期から秋にも冬にも対応できる賢い備蓄をしてみまし

ょう！ 

■関東 

 
 

日本気象協会 本社 中川裕美子 気象予報士 

関東地方は、9月から 10月にかけては、秋雨前線や台風などの影響により、1年中

で最も雨の多い時期にあたります。過去にもこの時期には「平成 27年 9月関東・東

北豪雨」などの大きな災害が発生していて、人的被害や住宅の全半壊・浸水などの

被害が出たり、電気・ガス・水道・電話などのライフラインや交通機関に影響が出

たりしたケースが多くあります。普段から備蓄品を計画的に購入し、災害への備え

をしておきましょう。 

■中部 

 
 

日本気象協会 中部支社 奥平雄太 気象予報士 

秋は大雨や強風の季節です。2000年の東海豪雨は記録的な大雨のため、広範囲で浸

水害や土砂災害が発生しました。この大雨による人的被害は甚大なものでした。ま

た、昨今、東海地方は巨大地震も懸念されています。台風や大雨だけでなく、地震

などのいつ起こるかわからない自然災害には、日頃から備えることが大切です。秋

の雨が増える前に備蓄を見直し、置き場所にも工夫して、気象災害に備えるついで

に地震への対策もおこなってしまいましょう。 

■長野 

 
 

日本気象協会 長野支店 濱中弘樹 気象予報士 

台風が接近しやすい秋。「長野県は山岳に守られているから台風の被害を受けにく

い」、こんな風に考えていませんか。長野県は他県と比べると台風災害は起こりにく

いです。ただ最近では 2014年に台風 19号が南部を通過するなど、被害を受けない

わけではありません。そこで、防災意識を高め、まずは身近な対策、備蓄を確認し

てください。食品の入れ替えはもちろんのこと、寒くなるのが早い県内は、防寒ア

イテムなどの追加も重点的にお願いします。 

  



 
 

 
 

■関西 

 
 

日本気象協会 関西支社 真田知世 気象予報士 

秋の関西は台風シーズン。近畿地方でも、これまで何度も被害が発生しています。

2013 年の台風 18 号では、京都の桂川が氾濫し、初めて大雨特別警報が発表されま

した。この時は、京都の嵐山などの広い範囲が浸水し、大きな被害になりました。

また、2011年は、総雨量 2000ミリを超える大雨をもたらした台風も。災害は身近

な所で、起こりえます。災害時に「命を守る行動をとる」ためには、自ら判断する

力をつけること、そして備蓄などの備えが必要です。 

■九州 

 
 

日本気象協会 九州支社 松井渉 気象予報士 

台風の襲来が多い九州。九州には、2016年まで 3年続けて毎年 2個の台風が上陸し

ています。なかでも 2016年 9月の台風 16号は、非常に強い勢力を保ったまま鹿児

島県大隅半島に上陸。九州南部を中心に猛烈な風と 1時間 100ミリを超える猛烈な

雨をもたらし、土砂災害や河川の氾濫などの被害が発生しました。この季節は台風

に関する情報に十分注意するとともに、いつ台風の襲来があっても対応できるよう、

普段からしっかりと災害に対する備えをしておきましょう。 

 

 

秋の災害は「台風と秋雨前線が近づいたら」注意 

 大型の台風が接近すると秋雨前線の活動が活発化して大雨になります。台風と秋雨前線が近づくとき

には特に注意が必要です。 

天気予報を確認し、早めの備蓄品の準備と、早めの避難を心がけましょう。すでに雨が激しく、避難

が難しい場合は室内の 2階以上で川や崖から遠い場所に避難しましょう。雨が降り続く場合は屋内避難

が長引く場合もありますので、備蓄品は多めに準備しておくことが大切です。 

 

備蓄の確認は「備蓄のススメ」とアプリ「わが家の防災ナビ」で 

雨の予報から危険が予測できる水害への備蓄は、予測できない地震

災害の備えとしても有効活用できます。備蓄品の種類も共通している

ものが多いため、秋の雨が増える時期を前に備蓄を見直すことで、地

震災害への備えも一緒に行うことができます。 

家庭での備蓄方法は「トクする！防災」プロジェクトの公式サイト

の「備蓄のススメ」（https://tokusuru-bosai.jp/stock/stock08.html）

でご確認ください。 

また、「トクする！防災」プロジェクト公式アプリ「わが家の防災

ナビ」では、家族の人数に合わせて必要な備蓄品の数を計算すること

ができます。備蓄品の確認の際の目安としてお使いください。 

 

「トクする！防災」プロジェクトとは 
「トクする！防災」プロジェクトは、日本気象協会が推進する、 

“必要だとは思っているけれど、なかなか実践できない防災アク 

ション”に対し、ちょっとしたおトク感や気軽さをプラスする取 

り組みです。日頃から防災対策への興味、関心を高め、最終的に 

自分や家族の身を守ることができる備えをしながら、安心につ 

なげていくことを目指しています。 
 

公式ウェブサイト https://tokusuru-bosai.jp/ 

以 上 
 

◆お問い合わせ先 
一般財団法人 日本気象協会 広報室 TEL： 03-5958-8147  FAX： 03-5958-8１１3、または https://www.jwa.or.jpのお問い合わせ先 

・「トクする！防災」のロゴマークは日本気

象協会の登録商標です 

https://tokusuru-bosai.jp/stock/stock08.html
http://tokusuru-bosai.jp/
https://www.jwa.or.jp/


 
 

 
 

 

近年、短時間に多くの雨が降る回数が増えて

います。「トクする！防災」プロジェクトでは、

1977年から 2016年の 40年間で、地点別に 1

時間に 50ミリ以上※4の雨が降る短時間強雨が

観測された日数を調査しました。 

 

調査では、47地点（47都道府県で 1地点ず

つ）で、1977年から 2016年の 40年間の 1時

間あたりの最大降水量 50ミリ以上の雨が降っ

た日数を調査しました。1977年から 1996年ま

での過去 20年に比べ、1997年から 2016年の

直近 20年で、1時間に 50ミリ以上の雨を記録

した合計日数は、全国 34地点で増加していま

した。1997年から 2016年の 20年で 1時間に

50ミリ以上の雨を記録した合計日数の増加傾

向が強く見られるのは、千葉（千葉県）、福井

（福井県）、奈良（奈良県）でした。 

 

また、47地点全体を見てみると、日本列島の

西へ向かうにつれて、1時間に 50ミリ以上の雨

を記録した日数が多くなっています。1997年

から 2016年の 20年で 1時間に 50ミリ以上の

雨を記録した日数が多いのは那覇（沖縄県）、

高知（高知県）、徳島（徳島県）でした。 

 

これらのことから、短時間強雨の日数が増え

ていることがわかります。 

 

短い時間で多くの雨が降ると、都市部や河川

から離れた地域でも、短時間で下水道や排水路

の容量を超えてしまい、雨水があふれ出す内水

氾濫が起こる危険性が高まります。 

 

また、1時間に 50ミリ以上の雨が降り続くと、

河川洪水や河川氾濫、土砂災害の危険性が高ま

ります。 

 

雨が増える時期を秋の備蓄前線で確認し、災

害の危険性が高まる前に、自宅の備蓄を見直し

ましょう。 

 
※4：1時間に 50ミリ以上の雨は天気予報などで「非

常に激しい雨」と表現されます。屋外では水しぶきで

あたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなるような雨

の降り方です。 

参考資料 短時間強雨の増加傾向 －全国 47地点での短時間強雨の観測日数調査－ 


